
 

 

 

 

インテリア研究所 技術開発課 

 

● 本事業では、県内の家具製造業者に対し、企業とインテリア研究所、 

  外部有識者らが一体となって、製品企画からデザイン、試作評価までの

一貫した支援を行い、企業の新たな基幹製品の開発を行います。 

● 支援による基幹製品の創出や製品企画力向上を通じて、競争力のある企 

業を創出し、県内家具製造業のブランド力向上を図ります。 

● 平成３０年度より毎年３社参加し、これまで計１４社の製品開発を支援。 

● いすやダイニングセット、システムキッチン等の製品化を実現。 

 

 

製品企画力高度化支援事業-NIKAWA-の紹介 

■本事業に関すること（お問合せ先） 

インテリア研究所 技術開発課 隈本あゆみ、富永由佳、友延憲幸 

電話：０９４４－８６－３２５９ FAX：０９４４－８６－４７４４ E-mail：nikawa-info@fitc.pref.fukuoka.jp 

概要 

目的 

成果 ① 製品コンセプトの構築

座り心地の良さと持ち運びの
容易さを考慮した、無垢材を用いた

スツール「totte（ﾄｯﾃ）」
を製品化！

【市場調査と製品コンセプトの構築】

【アイデアシートを活用した機能の選定】

【決定した製品コンセプト】
木材の質感、手触りの良さを生かし、キッズ（幼児）から大人までの
サイズバリエーションを揃えた「スツール」」の開発

③ 試作・知的財産の取得アイデアシートを活用して、市場ニーズに対して
製品がない分野をリサーチし、未だに掘り起こされて
いない市場を検討

試作の繰り返し 性能評価試験 意匠権の出願

脚部の意匠や部材同士の
接合方法の検討を重ねる

JIS(日本産業規格】に基づく
性能評価試験を実施

意匠の保護を目的に、
スツールの意匠権を出願

Ⅲ Ⅳ

■本事業の４大ポイント

Ⅰ：開発を目指す製品のコンセプト構築をサポート！
Ⅱ：全国のデザイナーとのマッチングが可能！
Ⅲ：品質を保証する性能評価試験を実施！
Ⅳ：デザインの盗用を防ぐ知的財産権取得をサポート！

自社で保有している加工技術
を活用した、
キッズ市場向けの新製品開発
にチャレンジ

② デザイン

【デザイン事業者の選定】

【デザイン案をもとにした製造方法の検討】

Ⅱ

・コンセプトを具現化するデザイン事業者を、
プロポーザル形式にて全国から公募
・審査の結果「SATEREO(東京都)」に決定

・ SATEREOのデザイン案をもとに、量産を見据え、製造方法を検討

ポイントⅠ

上質な箱物家具を中心に製造販売

㈱ｱﾙﾌｧﾀｶﾊﾞ×
もりのわ設計室

㈲貞苅椅子製作所×
佐藤立体設計室

㈱辻製作所×
ファニチャーデザイン

㈲丸惣 ×アハト㈱
㈱丸仙工業×
㈱デザインアーク

「添 SOERU」 「OBI(オビ)」 「オーデ」 「o-Ne(オネ)」 「丸仙ｵﾘｼﾞﾅﾙ ｼｽﾃﾑｷｯﾁﾝ」

これまでの
製品化事例
（H30～R2）

家具・装備品
メーカー デザイン

事業者

デザイン作業の委託

図面・スケッチ等

①製品コンセプトの構築

商品企画、販路開拓等
の各分野の専門家

製品企画力高度化支援事業-NIKAWA-の概要

基幹製品となる製品仕様を外部有識者
の支援によって家具メーカーが固める

プロポーザル形式の公募により採択を受け
たデザイン事業者が製品の
デザインを行う

デザイン案に基づく試作を繰り返し、製品化
を行います。製品化の段階で、知的財産権
（意匠権）の権利化を行う

3～5月 5～8月 8～9月 10～翌年2月 2～3月

支援企業
公募～決定 ①製品コンセプトの構築

デザイン事業者
公募～決定

②デザイン
③試作、知的財産の取得

製品化

②デザイン ③試作、知的財産の取得

【ポイント！！】
専門家への費用は県が負担

【ポイント！！】
・新たなデザイナーとの出会い
・デザイナーへの費用は県が負担

大学
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